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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気駆動式車両のトラクションバッテリ（１００）の充電状態ディスプレイ（ＬＡ）の
充電状態（ＬＳ）を修正する方法であって、以下のステップ、すなわち、
　前記充電状態ディスプレイ（ＬＡ）に対する前記車両の運転者の注意力パラメータ（Ａ
Ｐ）を検出するステップと、
　前記注意力パラメータ（ＡＰ）が注意力閾値（ＡＳ）に届かない場合に、前記充電状態
ディスプレイ（ＬＡ）に表示された前記充電状態（ＬＳ）の急速な修正を行うステップと
、
を含む方法。
【請求項２】
　正確な充電状態（ＫＬＳ）への、前記表示された充電状態（ＬＳ）の前記急速な修正が
、単一ステップで行われることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記注意力パラメータ（ＡＰ）には、以下のセンサ値、すなわち、
　前記運転者の視線方向と、
　前記運転者の前記視線方向の持続時間と、
　前記車両の加速挙動と、
　前記車両の速度と、
　前記運転者の座席の占有と、
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　前記車両の地理位置情報と、
の少なくとも１つが含まれることを特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記表示された充電状態（ＬＳ）の前記急速な修正は、正確な充電状態（ＫＬＳ）と前
記表示された充電状態（ＬＳ）との間の差が、差分閾値を超えた場合にのみ行われること
を特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記表示された充電状態（ＬＳ）の前記急速な修正は、前記トラクションバッテリ（１
００）の前記正確な充電状態（ＫＬＳ）がバッテリ閾値（ＢＳ）未満の場合にのみ行われ
ることを特徴とする、請求項２または４に記載の方法。
【請求項６】
　前記表示された充電状態（ＬＳ）の前記急速な修正は、前記正確な充電状態（ＫＬＳ）
が、前記表示された充電状態（ＬＳ）未満の場合にのみ行われることを特徴とする、請求
項２または４に記載の方法。
【請求項７】
　前記表示された充電状態（ＬＳ）の前記急速な修正は、前記注意力パラメータ（ＡＰ）
が、所定の注意力時間（ＡＴ）にわたって、前記注意力閾値（ＡＳ）未満の場合にのみ行
われることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記表示された充電状態（ＬＳ）の前記急速な修正は、前記急速な修正の最大ステップ
幅を超えないことを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記表示された充電状態（ＬＳ）の前記急速な修正は、前記表示された充電状態（ＬＳ
）の前の急速な修正からの間隔時間（ＤＴ）が、間隔閾値（ＤＴＳ）を超える場合にのみ
行われることを特徴とする、請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　電気駆動式車両のトラクションバッテリ（１００）の充電状態ディスプレイ（ＬＡ）の
充電状態（ＬＳ）を修正するための修正装置（１０）であって、前記充電状態ディスプレ
イ（ＬＡ）に対する前記車両の運転者の注意力パラメータ（ＡＰ）を検出するための検出
モジュール（２０）と、前記注意力パラメータ（ＡＰ）が注意力閾値（ＡＳ）に届かない
場合に、前記充電状態ディスプレイ（ＬＡ）に表示された前記充電状態（ＬＳ）の急速な
修正を行うための修正モジュール（３０）とを含み、前記検出モジュール（２０）および
前記修正モジュール（３０）は、請求項１～９のいずれか１項の特徴を有する方法を実施
するように設計される、修正装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気駆動式車両のトラクションバッテリの充電状態ディスプレイの充電状態
を修正する方法、およびそのような充電状態を修正するための対応する修正装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　電気駆動式車両を駆動するための電気エネルギを利用可能にするために、トラクション
バッテリが、電気車両に設けられるのは公知である。トラクションバッテリの現在の充電
状態に関する情報を運転者に提供するために、そのような車両には、通常充電状態ディス
プレイが配置される。充電状態ディスプレイは、計器パネルの領域に設けられることが多
く、トラクションバッテリの充電状態を示す。正確な充電状態に関する情報は、運転者に
とって重要である。この方法では、運転者は、充電状態を参照して、その充電状態に基づ
き、車両の残りの走行可能距離がどのくらいかを見積もることができる。運転者はまた、
現在の走行スタイルに関する結果、すなわち、この走行スタイルでのエネルギ消費に関す
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る効率を引き出すこともできる。
【０００３】
　車両の動作時、すなわち、走行時に、バッテリの充電状態をまとめた形でしか決定する
ことができないのは、公知の問題解決策の欠点である。このまとめて行う決定が長く持続
するほど、したがって、車両が長く走行するほど、このまとめて行う決定が、トラクショ
ンバッテリの正確な充電状態から外れ得る範囲が大きくなる。トラクションバッテリの正
確な充電状態は、基本的に、トラクションバッテリの開回路電圧を測定することで、車両
の停止状態でのみ求めることができる。公知の問題解決策では、修正版、したがって正確
な充電状態が検出されるとすぐに、表示される充電状態を正確な充電状態に徐々に近づけ
る。これは、表示される充電状態の表示ステップが、車両の運転者に対する不意打ち効果
を含むことから行われる。この不意打ち効果は、充電状態ディスプレイの表示される充電
状態に対する運転者の信頼を維持するために回避されなければならない。しかし、これは
、正確な充電状態と表示された充電状態との間の比較的長い接近時間にわたって、運転者
が、トラクションバッテリの充電状態に関する少なくとも部分的に不正確な情報を受け取
る状況をもたらす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、上記の欠点を少なくとも部分的に解決することである。特に、本発明
の目的は、コスト効果が高く単純な方法で、充電状態ディスプレイ上の充電状態を修正す
るための急速な引き上げを可能にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的は、請求項１の特徴を有する方法と、請求項１０の特徴を有する修正装置と
を用いて達成される。本発明のさらなる特徴および細部は、従属請求項、本明細書、およ
び図面から分かる。これに関連して、本発明による方法に関連して説明される特徴および
細部は、当然のことながら、本発明による修正装置に対しても当てはまり、それぞれ逆も
同様であり、したがって、常に参照が行われ、本発明の個々の態様の開示を相互的に常に
参照することができる。
【０００６】
　本発明による方法は、電気駆動式車両のトラクションバッテリの充電状態ディスプレイ
の充電状態を修正する働きをし、以下のステップ、すなわち、
　充電状態ディスプレイに対する車両の運転者の注意力パラメータを検出するステップと
、
　注意力パラメータが、注意力閾値に届かない場合に、充電状態ディスプレイに表示され
る充電状態値の急速な修正を行うステップと、
を含む。
【０００７】
　本発明による方法は、実際上、充電状態ディスプレイ上の表示された充電状態が、トラ
クションバッテリの正確な充電状態に一致しない問題を解決することも意図されている。
したがって、基本的な問題は、先行技術の問題と同じである。しかし、本発明によれば、
実際上、別の修正形態が選択される。その結果、急速な変更が実施される。急速な修正と
は、本発明の意図するところでは、特に、徐々に移行する、または連続する態様で行われ
ない充電状態ディスプレイの修正を意味すると解釈されるべきである。例えば、表示され
た充電状態が、充電状態ディスプレイ上で約６０％の領域にあり、正確な充電状態が４５
％の領域にある場合に、先行技術では、修正を行うために、接近時間にわたって６０％か
ら４５％までより素早く落ちる。これとは対照的に、本発明によれば、修正によって、充
電状態の正確な値が、１ステップまたは少ないステップ数で、充電状態ディスプレイ上に
即座に、または実質的に即座に表示されるという趣旨の急速な修正が実際に行われる。言
い換えると、表示される充電状態は、誤った６０％から、直接、または少ないステップ数
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で、正確な４５％にジャンプする。
【０００８】
　急速なジャンプの結果として、運転者が、トラクションバッテリの充電状態に関する誤
った情報で運転する時間が不必要に長くなるのを回避することが可能である。ただし、そ
れと同時に、この急速な修正は、状況に応じて実施される。この状況は、注意力パラメー
タに関係する。
【０００９】
　注意力パラメータは、本発明が意図する範囲内では、充電状態ディスプレイに対する運
転者の注意力を表す値であると解釈される。そのような注意力パラメータは、最も単純な
事例で、計器パネルの方向、または充電状態ディスプレイの方向に対する運転者の視線方
向である。したがって、運転者の視線方向は、例えば、疲労監視とも称されるものを用い
て検出される。この方法では、目のまばたき、目を閉じていること、または運転者の同様
の挙動を検出することもできる。この情報から、注意力パラメータを求めることも可能で
ある。視線方向の場合で、最も単純な事例では、注意力パラメータは、デジタル式の定性
的記述、すなわち、運転者が充電状態ディスプレイの方向に目を向けているかどうかに関
する記述とすることができる。したがって、運転者が、充電状態ディスプレイから遠い方
向を向いた視線方向で車両に配置されている場合に、注意力パラメータは低く、特に０で
ある。運転者が充電状態ディスプレイを見ている場合、その結果、注意力パラメータは高
く、相応して１であるのが好ましい。そのように容易に決定可能な、特に、容易に処理可
能な注意力パラメータを、対応する注意力閾値と比較することにより、運転者の注意力が
、充電状態ディスプレイに、わずかしか、または全く向けられていない場合にのみ、確実
に急速な修正を行うようにすることが可能である。
【００１０】
　この説明は、注意力パラメータのほんの一例である。当然のことながら、定性的な、ま
たは定量的な情報の組み合わせを注意力パラメータに含むこともできる。注意力パラメー
タの正確な数値に対する純粋に定量的な評価、および関連する注意力閾値も、本発明が意
図する範囲内と考えられ、後でさらに詳細に説明される。
【００１１】
　この場合に、運転者がこの急速な修正を意識する必要なく、急速な修正が可能になると
いう趣旨の決定的な利点が本発明によって得られる。これは、具体的には、充電状態ディ
スプレイ上の充電状態の誤った表示が、特定の時間にわたって許容されなければならない
という公知の問題解決策の欠点を解決する。同時に、この欠点は、充電状態ディスプレイ
の正確性に対する運転者の信頼に悪影響を及ぼすことなく解決される。
【００１２】
　本発明による方法において、正確な充電状態への、表示された充電状態の急速な修正が
、単一ステップで行われるならば、それは有益であり得る。これは、この修正が、複数の
個々のステップではなくて、単一の急速なステップで行われることを意味する。言い換え
ると、修正は単一動作で行われるので、運転者の注意力が低下する段階が短くても、急速
に所望の修正を行うのにすでに十分である。これは、言わば、本発明による方法を実施す
る最も迅速な問題解決策である。
【００１３】
　本発明による方法において、注意力パラメータには、以下のセンサ値、すなわち、
　運転者の視線方向と、
　運転者の視線方向の持続時間と、
　車両の加速挙動と、
　車両の速度と、
　運転者の座席の占有と、
　車両の地理位置情報と、
の少なくとも１つが含まれる。
【００１４】
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　上記の列挙は、最終的なリストではない。当然のことながら、様々なセンサ値を合体さ
せて１つの注意力パラメータに結合することもでき、したがって、単一の注意力パラメー
タは、２つ以上のセンサ値を表す。運転者の視線方向が、注意力パラメータ用のセンサ値
としてすでに説明された。しかし、さらに運転者の視線方向の持続時間を含めることもや
はり適切であり得る。したがって、運転者が、特定の時間にわたってもはや充電状態ディ
スプレイを見なかった場合のみ、急速な修正が行われるのを可能にすることは適切であり
得る。加速挙動は、運転者の注意力に関する決定的な情報を提供することもできる。運転
者が、強く制動をかけるか、または加速段階にある場合に、運転者の注意は、充電状態デ
ィスプレイよりもむしろ周囲および車両に向けられる傾向がある。同じことが、車両の区
間速度にも当てはまる。特に、車両が停止している場合に、運転者は、車両の現在の走行
状態によって注意を逸らすことがないので、急速な修正が回避される。注意力パラメータ
からのこの情報は、特に、交通信号灯段階または交通信号灯位置が相互に関係し得る車両
の地理位置情報に対応する。最後に重要なこととして、運転者の座席が占有されることで
、注意力パラメータ用の決定的な情報が利用可能になる。したがって、例えば、エンジン
は回転しているが運転者の座席が占有されていない場合に、運転者の方に注意力に関する
懸念が全くないので、所望の急速な修正を即座に行うことが可能である。
【００１５】
　本発明による方法において、表示された充電状態の急速な修正が、正確な充電状態と、
表示された充電状態との差が差分閾値を超えた場合にのみ行われるならば、さらに有益で
あり得る。この場合に、当然のことながら、急速な修正は、やはり大きな差がある場合の
み行われる。相応して、情報が不正確であるリスクが低い小差の場合に、徐々に修正する
通常の方法を用いることも可能である。一方、充電の表示した状態と修正した状態との間
に大差がすでに存在する場合、急速な修正用の本発明による方法が適用される。
【００１６】
　本発明による方法において、トラクションバッテリの正確な充電状態がバッテリ閾値未
満の場合にのみ、表示された充電状態の急速な修正が行われるならば、さらに有益である
。バッテリ閾値は、バッテリの制限範囲と称することもできる。特に、強力な放電に関係
するトラクションバッテリの動作可能範囲では、すなわち、正確な充電状態が２０％未満
の場合に、実際の正確な充電状態に関する、運転者に向けた正確な情報が決定的に重要で
ある。したがって、急速な修正は、特に、トラクションバッテリの正確な充電状態が、そ
のようなバッテリ閾値未満の場合に行われる。当然のことながら、方法のそのような実施
形態は、他の実施形態と自由に組み合わせることができるし、または、それ以外の場合に
、修正を行うために、通常の徐々に移行する接近を含むこともできる。
【００１７】
　さらに、本発明による方法において、正確な充電状態が、表示された充電状態未満の場
合にのみ、表示された充電状態の急速な修正が行われるならば、それは有益であり得る。
特に、車両の運転者が、トラクションバッテリで利用可能な充電量が実際の状況よりもま
だ高い状態にあると考えているならば、それはリスクのある状況と考えられる。したがっ
て、特にこの場合に、すなわち、トラクションバッテリの正確な充電状態が、表示された
充電状態未満の場合に、急速な修正は、すでに説明した利点を含む。そうでない場合、こ
の場合も通常の方法を使用してもよいし、または本発明の他の実施形態との相互依存を実
施してもよい。
【００１８】
　本発明による方法において、注意力パラメータが、所定の注意力時間にわたって、注意
力閾値未満の場合にのみ、表示された充電状態の急速な修正が行われるならば、それはさ
らに有益である。したがって、注意力時間は、注意力パラメータが注意力閾値未満である
間の持続時間である。これは、注意力パラメータが注意力閾値未満に落ちた場合に、急速
な修正が即座に行われるのではなくて、所定の注意力時間を経た後にのみ行われることを
意味する。これは、運転者が、言わば、すぐ前の注意深さを覚えており、その後、充電状
態ディスプレイを次に見たときに、急速な修正によって、言わば、不意打ちされる状況を
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回避する。
【００１９】
　本発明による方法において、表示された充電状態の急速な修正が、最大差を超えないな
らば、それは、さらに有益であり得る。したがって、正確な充電状態と表示された充電状
態との間に大差がある場合でさえ、修正が急速に行われる。各これらのステップは、表示
された充電状態の急速な修正を含むが、各これらの個々のステップにおいて、最大差は超
えられない。したがって、最大差は、急速な修正の最大ステップ幅であると解釈すること
もできる。
【００２０】
　本発明による方法において、表示された充電状態の前の急速な修正からの間隔時間が、
間隔閾値を超える場合にのみ、表示された充電状態の急速な修正が行われるならば、それ
はさらに有益であり得る。これは、急速な修正をすべて特定の間隔で行うことのみ可能で
あることを意味すると解釈されるべきである。急速な修正が、特定の時間間隔内で行われ
た場合、間隔時間の所定の時間の間に、任意のさらなる急速な修正を行うことはもはやで
きない。これは、運転者が、非常に短時間での多数の急速な修正によって困惑しない、ま
たは不安にならないことを意味する。
【００２１】
　電気駆動式車両のトラクションバッテリの充電状態ディスプレイの充電状態を修正する
修正装置も本発明の対象である。そのような修正装置は、充電状態ディスプレイに対する
車両の運転者の注意力パラメータを検出する検出モジュールを含む。さらに、注意力パラ
メータが、注意力閾値に届かない場合に、充電状態ディスプレイに表示される充電状態の
急速な修正を行う修正モジュールが設けられる。検出モジュールおよび修正モジュールは
、特に、本発明による方法を実施するように設計される。したがって、本発明による修正
装置は、本発明による方法に関して詳細に説明した利点と同じ利点をもたらす。
【００２２】
　本発明のさらなる利点、特徴、および細部が、以下の説明から分かり、以下の説明では
、本発明の例示的な実施形態が、図面を参照して詳細に説明される。これに関連して、特
許請求の範囲および本明細書で言及される特徴はそれぞれ、それ自体個々に、または任意
の望ましい組み合わせで本発明にとって不可欠であり得る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明による方法を実施するための修正装置を示している。
【図２】図１の実施形態を代替の方法で示している。
【図３】本発明による方法を実施するための図表を示している。
【図４】本発明による方法を実施するための別の図表を示している。
【図５】本発明による方法を実施するための別の図表を示している。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は、トラクションバッテリ１００を本発明による修正装置１０にどのように接続す
ることができるかについての概略図である。車両の内部には、この場合にバーディスプレ
イとして具現化された充電状態ディスプレイＬＡがある。充電状態ディスプレイＬＡとし
て図示された第１の状態では、充電状態ＬＳが表示されている。このとき、これに基づい
て、正確な充電状態ＫＬＳが、表示された充電状態ＬＳと異なっていると修正装置１０が
判断した場合、それと並行して、注意力パラメータＡＰが、検出モジュール２０を用いて
、この場合はカメラを用いて検出される。この注意力パラメータＡＰが、注意力閾値ＡＳ
未満であるとすぐに、正確な充電状態ＫＬＳへの、表示された充電状態ＬＳの急速な修正
が、修正モジュール３０を使用して行われ、その結果として、充電状態ディスプレイＬＡ
は、下方の図に急速に変わる。
【００２５】
　図２は、図１の実施形態の発展型を示している。したがって、この場合に、修正が２ス
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テップで行われ、その結果として、各急速な修正に対する最大差としての最大ステップ幅
が超えられることはない。しかし、最終的には、底部の充電状態ディスプレイＬＡの図に
おいて、正確な充電状態ＫＬＳが、充電状態ＬＳとして再度表示されている。
【００２６】
　図３は、注意力パラメータＡＰと注意力閾値ＡＳとの間の関係がどのように解釈される
べきかを示している。これに関連して、急速な修正は、注意力パラメータＡＰが、特定の
注意力時間ＡＴにわたって、注意力閾値ＡＳ未満に配置されるまで行われないと規定する
ことができる。
【００２７】
　図４は、正確な充電状態ＫＬＳが、好ましくはバッテリ閾値ＢＳ未満でなければならな
いことを示しており、その結果として、急速な修正は、この制限範囲内でのみ行うことが
できる。
【００２８】
　図５は、急速な修正をもう一度行うために、行われる２つの急速な修正間の間隔時間Ｄ
Ｔが、どのようにして間隔閾値ＤＴＳを超えなければならないかについてのあり得る形を
示している。
【００２９】
　実施形態についての上記の説明は、例の範囲内に限定して本発明を説明している。当然
のことながら、技術的に適切な場合に、本発明の範囲から逸脱することなく、実施形態の
個々の特徴同士を自由に組み合わせることができる。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　　修正装置
　２０　　検出モジュール
　３０　　修正モジュール
　１００　トラクションバッテリ
　ＡＰ　　注意力パラメータ
　ＡＳ　　注意力閾値
　ＬＡ　　充電状態ディスプレイ
　ＬＳ　　充電状態
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